
 

 

          

                   

            令和 5 年 12 月 25 日  

             横浜市立樽町中学校  

                        

「風物詩」 
                               校長  八木 範夫 

  12 月も半ばを過ぎて、年の瀬を迎えると時間が早く過ぎることを実感します。それでも、街で年

末の催事や年始のお正月の様々なものに触れるとおだやかな温かい気持ちになれます。 

時季を表すものを、感じさせるものを風物詩といいます。その季節ごとの風物詩は人を和ませ、

穏やかに進む気持ちを作ってくれます。私にとって樽町中での年末の風物詩は教室前に掲示されて

いる総合の時間や美術の時間などの生徒の皆さんの作品です。12 月の面談の時期になると教室をま

わり、皆さんの作品を見ると「この時期だな」と思います。1 年間、様々な場面で展示されている

のですが、１２月になると、一人ひとりの作品に４月からの成長が感じられ、時に驚かされ、見入

ってしまいます。どれも良く伝わる豊かな表現で、作者を想像したり、これからの成長が楽しみに

なったりします。楽しみであり、エネルギーにもなります。 

もうひとつ風物詩？それは 3 年生との進路の面接です。毎年、12 月の半ばより、校長室で進路面

接を行います。皆さん緊張した面持ちで、面接に来られます。そこで必ず素敵な言葉や場面に出会

います。今年の出来事をひとつ紹介します。 

ある男子生徒です。私が「高校でいろいろな力をつけて卒業後、自分でこんなことをしたいとか

こういう方向に進みたいと思っていることがあったら話してください。」と尋ねると、その生徒は

笑顔で「小さいころから、父母の仕事を観ていて、かっこいいなと思っていました。だから自分も

自分の技術で仕事をしていきたいと思っています。だからこの進路先を選びました。」ときっぱり、

少し誇らしげに話してくれました。中学３年生の思春期で、自分を素直に表しにくい時期です。家

族に対しては特にかもしれません。これからの目標や夢は変化しますし、むしろはっきり定まって

いなくて当然です。「高校の 3年間でいろいろ経験し考えていくつもりです。」も立派な話です。で

すが、その男子生徒の強い意志と生き生きとした表情をみて、私はなんだかとても嬉しく、頼もし

く思えました。 

パンジー、花植え 樽町中学校ではＰＴＡ環境整美委員とボランティアの保護者の皆様で学校周囲

への花植えをしていただいています。今年度も１１月９､２０日にパンジーの苗を５０人以上の保

護者の皆様で植えていただきました。その後、毎週、水やりや維持のための活動をしていただいて

います。そのおかげでちょっと寒々しい朝も、登校する皆さんや地域の皆さんに元気をくれていま

す。そして樽町中の第一印象を作り出しています。活動していた保護者の方にお礼を言ったときに

返ってきた言葉です。「仕事ではないから、楽しく、続けていけます。」ボランティアならではの

言葉です。とてもエネルギーを感じましたし、羨ましく思えました。 

人権週間 誰もが生まれた時からもっている「自分らしく、幸せに」生きる権利。日本では 12 月

10 日は「人権デー」と定め、１９４９年から毎年 12 月 10 日を最終日とする１週間（12月４日か

ら 10 日まで）を「人権週間」としています。１１月の朝会で人権、いじめについての話を全校に

いたしました。一人ひとりの人権を守るためには相手の考えを理解し、自分の意見をしっかりと発

信することが必要です。樽町中学校で生徒の皆さんが相手の言葉を聞き、理解する。自分の考えを

伝える方法を身につけることがいじめを減らし、一人ひとりの人権を守ります。互いを認め合い、

支え合いながら進むことが、共に生きる社会につながります。 

文化祭～50 周年 １０月１１日に令和５年度合唱祭がみなとみらいホールで開催されました。４年

振りの全校が一堂に会しての合唱祭でした。また、保護者の皆様にも見学時間の制限がある中で、

のべ７５０人以上の参観をいただきました。また、今年度の文化祭は樽町中学校５０周年イヤーの

スタートで、５０年の振り返り、これからを考える 1年の始まりです。記念式典や記念誌の発行な

ど元ＰＴＡ役員の方々を委員として進み始めています。そのスタートとしての５０周年記念キャラ

クターと名前への投票のご協力、ありがとうございます。 



 

 

終業式 学年代表の言葉  
【1年】 

 2 学期を振り返ってみて、1学期よりも学年全体の雰囲気が良くなったと感じます。入学式や初めての学年集会の時は、同じクラスの

子や同じ小学校だった子としか話していなかったけれど、今では別のクラス、別の小学校だった子とも仲良くしている人が増え、交流

の輪が広がったように感じます。また、1 年生にとっての初めての合唱祭では、はじめはどうしていいか分からず、戸惑う部分もあり

ましたが、各クラス一生懸命練習を重ね、本番に臨むことができました。当日は、それぞれのクラスが楽しそうに見え、本番前には緊

張している子に優しく声をかける姿や終わった後には他のクラスの子が「よかったよ」と声を掛け合っている姿を見て、私は嬉しくな

ったのと同時に仲間がいてくれることの心強さを感じることができました。 

 しかしその一方で、普段の生活では、廊下を走ったり、人の服を引っ張ったりと危険な場面があり、それがケガに繋がらないか心配

です。合唱祭という行事を通して特に団結力や協調性を活かして、3 学期は仲が良いだけではなくけじめをつけられる学年としてみん

なで声をかけ合って、今よりも良い赤学年にしていきましょう。 

 

【２年】 

 前期に引き続き後期２年学級委員長を務めることになりました。私たち２学年は青空～The sky is the limit～（無限の可能性）に

向け活動しています。１０月の合唱祭でも各々個性を生かし一体感のある合唱を作りあげることができました。４月、クラス替えをし、

これからの生活が不安だった人も多かったと思います。学級委員でも、毎回クラスの様子を発表し合ったりしました。最初は、みなさ

んもクラスになじめないなと思ったかもしれませんが、毎回の行事でみんなの仲がよくなったのは学級委員からもみなさんからも感じ

たと思います。私も中学校生活まだ２年目ですが、行事の大切さに気づいてきました。クラス全員で上を目指そうとする意識をもつか

ら、成長できるということにも気づけました。１人が上を目指そうとしてもクラスは成長しません。なので、行事の時だけでなく、日々

の学校生活での授業中の私語やチャイム着席なども学年全員で、クラス全員で協力して改善していきましょう。 

メリークリスマス。そして、よいお年を。 

 

【３年】 

まずは、９月からの約４か月間、お疲れ様でした。２学期には文化祭や２回の定期テストがありました。文化祭の中の合唱祭は、３

年生にとっては、１・２年生で経験できなかった、最初で最後のみなとみらいホール開催の合唱祭でした。合唱祭の練習では、各クラ

スが毎回真剣に練習に取り組み、みんなで協力し合いながら努力する大切さを学んできました。合唱祭本番も、３年生全員が全力で楽

しみながら素晴らしい歌を歌い、一生の思い出になりました。こうなったのも、すべては一人一人の努力の結果です。できないことを

できるようにするのが、努力です。今回の合唱祭で学んだことを、これからは、一人ひとりの人生の中で生かしていきたいです。 

 ９月と１１月の２回の定期テストでは、３年生は２週間前から緊張感をもって、一人一人が授業やテスト対策に集中して取り組めて

いたと思います。３年生全員が意識を高くもって、勉強に励んでいる雰囲気がとてもよかったので、あの雰囲気を受験まで継続できる

ようにしましょう。また、３年生全員がしっかり挨拶ができるように、日頃から心がけていきましょう。そして、残り３か月の中学校

生活を悔いの残らないものにできるように、たくさん勉強をして充実した冬休みを過ごしましょう。 

 

文化祭を振り返って  

 

今年度の合唱祭は新型コロナウイルスの影響で昨年度まではできなかった大きな会場である、みなとみらいホールでの開催でした。

それぞれのクラスの団結した合唱や一体感のある学年合唱、個性豊かな部活動の発表で全校生徒にとって大きな思い出になりました。 

私は１年生、２年生、３年生と文化祭実行委員として活動してきましたが、委員長として３年間先輩方から受け継いできたことを次

の世代に上手く渡せたと感じました。４月ごろは委員会の雰囲気もばらばらで伝達事項を伝えるだけでも時間がかかりましたが、文化

祭が近づくにつれて先輩、後輩関係なく意見を出し合うようになり、それぞれが文化祭実行委員として精一杯文化祭を盛り上げようと

いう意識が強まり、とても頼れる委員になり、リハーサルや本番でも頑張ってくれました。 

文化祭が終わるとたくさんの人が「お疲れ様」や「準備を頑張ってくれてありがとう」などの感謝の言葉を言ってくれて、実行委員

としてのやりがいを感じました。 

私たち３年生は来年度の文化祭を見ることができませんが、今年一緒に活動した仲間と新しい仲間が素晴らしい文化祭をつくりあげ

てくれることを期待しています。 

 

 



 

 

５０周年記念キャラクター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
横浜市学力・学習状況調査  
令和５年４月２７日（木）に実施された学力・学習状況調査の結果をお知らせいたします。 

 
R5 横浜市学力・学習状況調査 各学年教科別正答率 

1 年生 
国語 社会 数学 理科 英語 

正答率 学力を伸ばした生徒 正答率 正答率 学力を伸ばした生徒 正答率 正答率 

横浜市全体 63.7% 73.4% 69.7% 54.4% 54.6% 64.9% 87.6% 

樽町中学校 65.5% 75.8% 72.5% 58.0% 56.0% 65.9% 89.0% 

 

２年生 
国語 社会 数学 理科 英語 

正答率 学力を伸ばした生徒 正答率 正答率 学力を伸ばした生徒 正答率 正答率 

横浜市全体 67.9% 71.3% 60.8% 56.3% 65.4% 65.3% 74.0% 

樽町中学校 68.6% 71.4% 60.9% 60.9% 75.2% 67.0% 77.1% 

 

３年生 
国語 社会 数学 理科 英語 

正答率 学力を伸ばした生徒 正答率 正答率 学力を伸ばした生徒 正答率 正答率 

横浜市全体 68.9% 70.9% 60.0% 62.4% 67.5% 59.5% 69.4% 

樽町中学校 71.9% 76.2% 63.3% 69.0% 77.5% 62.0% 72.7% 

 

R5「横浜市学力・学習状況調査」、「横浜市体力・運動能力調査」分析チャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名前は 

【にこたる】 

に決まりました♪ 

 生徒・保護者の皆様、先日は創立

50周年記念キャラクターへの投票

へのご協力ありがとうございました。

10月の文化祭から創立 50周年

YEARがスタートし、1年間盛り上げ

ていく予定です。にこたると一緒にみ

んなで笑顔あふれる樽町中にしてい

きましょう。 



 

 

冬休みの過ごし方について 

 
１ 家族の一員としての自覚と行動について 

（１） 一年間の振り返りと、新しい学年での目標と生活設計を立てましょう。 

（２） 家族の手伝いをして、家族の一員としての自覚と責任をもちましょう。 

（３） 家族のコミュニケーションを、深める機会としましょう。 

 

２ 事件・事故防止について 

（１） 交通事故の防止    

交通ルールの遵守や自転車の安全運転などマナーの啓発を図り、交通事故の防止に努めましょう。 

停車中の車両の前後での横断や、いわゆる「ながらスマホ」等はやめましょう。 

（２） 外出時における事故防止 

ア 行き先、帰宅時間等を家の人に言ってから出かけましょう。服装や持ち物などにも気をつけましょう。 

イ 暗くなるのが早いので、その前に帰りましょう。また、夜間外出はやめましょう。 

ウ ゲームセンター、カラオケボックス等では、様々なトラブルが予想されます。巻き込まれないように

しましょう。 

エ 子ども同士での外泊や旅行は禁止です。 

（３） 金銭に関する問題行動の防止 

    子ども同士での金銭の貸し借り、ものの売買は禁止されています。犯罪につながる可能性もありま 

すので、金額を問わず行わないようにしましょう。 

 

（４） スマートフォンやインターネットにおけるトラブルの防止 

   スマートフォン、携帯型ゲーム機等によるソーシャルメディアや SNS を利用した迷惑行為や違法行為、

自撮り写真の送信や性被害、嫌がらせ、有害情報の閲覧が問題となっています。使用方法について家の人

と話し合いましょう。 

【注意点】 ア チェーンメールを受け取っても回さない。 

       イ SNS 等に、自分のことや他人のことを書き込まない。 

       ウ SNS 等に、他人が迷惑になるまたは違法な写真や動画を投稿しない。 

       エ 出会い系等の不審なサイトや有害サイトにアクセスしない。 

オ 個人情報の扱いに十分配慮する。 

 

いじめや暴力等で人を傷つけたりすることなく、命の尊さ、思いやりや生きることの意味などについても

家の人と話し合い、自らもよく考えてみてください。 

服装、交友関係、帰宅時間、お金の使い方など日ごろからきちんとした生活が送れるようにしましょう。 

部活動などで登下校する際、安全に注意するとともに、道路を広がって歩かない、歩道をふさぐなどして

通行人に迷惑をかけないなど、登下校のマナーには十分に注意してください。 

 

 

 

 

 

※１２月２６日（火）、２７日（水）、１月５日（金）の８時３０分～１７時は、当番の先生がおります。 

事件発生の恐れがある場合には、ただちに助けを求めるなど、警察に通報するようにしてください。 

緊急時には１１０番・１１９番 


